
2025年度シラバス 滋慶医療科学大学大学院　医療管理学研究科

担当教員名

3 1単位 必修 配当年次

教室

回 日程
実践的な
授業方法

1 11/29 ○

2 12/6 ○

3 12/13 ○

4 12/20 ○

5 1/10 ○

6 1/17 ○

7 1/24 ○

8 1/31 ○

履修条件

到達目標

科目名 多職種連携特論 和佐　勝史

該当DP 単位数 １年次・第２セメスター（後半）

曜日・時限 土曜日・１限目 視聴覚大講義室

授業概要

多職種連携は、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、臨床工学技士など様々な職種が1つのチームをつく
り、それぞれの専門性を活かしながら患者の治療に当たる医療の形態で、近年その重要性が注目されている。本授業では、
前半は講義形式で栄養サポートチーム（Nutrition Support Team, NST)での実例および学生自身の経験をもとに多職種連携
の意義および各職種の役割を理解する。後半は実際の症例をもとに、各職種がどのような役割をもってチーム医療を実践す
べきかを議論し、医療安全から見た多職種連携の意義を理解する。

自己体験から見た多職種
連携

学生自身が経験したチーム医療体験を発表、討議することで、多職種連携
への理解を深める。 [実務家教員による授業] [グループディスカッション]

多職種連携の在り方（１）

多職種連携の在り方（２）

1） 多職種連携の目的、内容、意義を説明できる。
2） チーム医療としての各職種の役割を説明できる。
3） 臨床例において、チーム医療の治療計画を作成できる。
4） チーム医療が医療安全にどのように貢献するかを説明できる。

見出し 内　　　　　　　　　　　容

多職種連携とは
多職種連携の目的、内容、意義を実例を中心に講義する。
[実務家教員による授業]

各職種の役割
多職種連携において、各職種がどのような役割をもって治療に貢献している
かを栄養サポートチーム（Nutrition Support Team, NST)での実例をもとに講
義する。 [実務家教員による授業]

設定しない

多職種連携と医療安全（１）

多職種連携と医療安全（２）

総括
これまでの講義、討論の内容をもとに、各自が考える多職種連携について
総括する。 [実務家教員による授業] [プレゼンテーション]

学生へのメッセージ 積極的に授業に参加くださることを期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　授業の日程については変更する場合があります。

臨床の現場で経験する症例をもとに、各職種がどのような役割をもってチー
ム医療を実践すべきかを各自でまとめ、討議することで、多職種連携の在り
方を理解する。
[実務家教員による授業] [グループディスカッション]

臨床の現場で経験する症例をもとに、各職種連携が医療安全にどのように
寄与するかを各自でまとめ、討議することで、医療安全から見た多職種連携
の意義を理解する。
[実務家教員による授業] [グループディスカッション]

キーワード 多職種連携、チーム医療、医療安全 なし

教
材
等

教科書（要事前購入） 教科書は特に指定しない。講義で使用する資料は適宜配付する。

参考書（任意購入）

成績評価方法（%）
[評価のポイント]

①討議への参加状況・発表内容（50%）、②レポート（50%）で評価する。
[①授業への前向きな参加、②多職種連携への理解と文章での表現力を評価します。]

授業時間外で必要な学修 多職種連携に関する自らの経験、自施設の状況を確認しておいてください。
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